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ゲーム理論 1 期末試験

Jllly 24,2018

問題 ■ゲーム理論は数学者 とモルゲンシユテルンが著した Thωη ο∫σαπeS aπごECο―

ποπづε Bεんαυづοrと いう本がその始まりと われる.ま た,すべての 2人非協カゲームにナッシュ

である。

ア に当てはまる選択肢を以下から選びなさい.

② ボレル ナッシユ ② ミリグロム

問題 2図 1の戦略形ゲームについて , ア に当てはまるものをマークせ よ.

問 1プレイヤー 2に弱支配戦略はあるか。あればその戦略を選び,な ければ 「なし」を選んで

にマークせ よ (支配戦略は弱支配戦略であるとする).

υ D⑦ z④ ν ⑤ R④ なし
ι

問 2以下の選択肢から,純粋戦略のナッシユ均衡を選んですべ て にマークし,純粋戦略

の「支配されないナッシユ均衡」を選んですべて にマークせよ.(複数ある時は複

数マークし,ない場合は「なし」のみを選んでマークせよ.混合戦略は考えない).

ry,Lノ ② ry,〃り ③ rび,J
② ρ,五ノ ⑤ ρ,Mノ ⑥ rD,Rノ ⑦ なし
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③ ヴィカリー ② フォン・ノイマン ⑤ ジヨイマン
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o以下の問題に答え,指示に従ってマークを塗 りつぶしなさい.

・ 解答欄が分数の問題は,必ず約分をして答えよ。また 1は :,0は :と答えよ.

・ 解答欄の桁数が余るときは前の桁に0を マークせよ。例えば

きは,07と し,ア に0,イ に 7を マークせよ。

ア イ の答えが 7の と

イ

図 1:ゲームの解を求める

均衡が存在することを示した人物は
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問題 52つの企業 r企業」と企業夕が差別化された製品を供給している。企業づμ=1,2り の価

格をL需要量をQと すると財の需要関数は

91=8-ρl+p2

の =8-P2+pl

で与 えられるもの とす る.企業が財 を生産する限界費用 は,両企業 とも 2で ある .

ここでまず企業1が先手で価格Plを決定し,それを知って企業2が後手で価格ルを決定す

る。以 下の問いの ア に当てはまる数値をマークせ よ.

問 1企業 1の価格 plに対する企業 2の最適反応関数は,

p2= pl+

2
と表せる.

問 2企業 1が価格 Plを選んだとき,企業 2が最適反応関数の価格 ル を選ぶ として企業 1の利

益をPlで表す と

1

2
ρ:+ 1-26

となる.

ノ0

問 3均衡における企業 1の価格は で,企業 2の需要量は ク ケ である.企業 1の利

潤 は
‐■ ヽ

問題 6プレイ'ヤ ー 1と プレイヤー 2が 5万円を手に入れるための,m段 階ゲームを考える。プ

レイヤーが手に入れたお金を利得 と考える。利得の単位は万円とする.

このゲームでは,各段階ごとにプレイヤーが交互にyか Ⅳ を選ぶ.第 1段階ではプレイヤー

1が yか Nを選ぶ.し たがって第 た段階 (た ≦m)で は,た が奇数ならプレイヤー 1が,偶数

ならプレイヤー 2が yか Ⅳ を選ぶ .

最終段階を除 く第 λ段階 (た ≦π -1)ま では,yを選ぶとゲームは次の段階に進み,Nを 選

ぶとゲームはそこで終わる.Ⅳ を選んでゲームが終わると,その段階で Ⅳ を選んだプレイヤー

は何ももらえずにた万円払 う (利得は 一ん),も う一方のプレイヤーはた万円払い,5万円を手

に入れる (利得は 5-た ).

最終段階である第 m段階では , んだときは,そ こまでと同様に,Nを 選んだプレイ

ヤーは何ももらえずにm万円払い (利得は 一m),他 方のプレイヤーはη2万円払って 5万円を

手に入れる (利得は5-m)。 第 段階でγを選ぶと,両プレイヤーは何ももらえず何も払わ

ないで (利得は双方 とも0)ゲームは終わる.

次の問いに答え, ア に当てはまる数値を答えなさい。

問 lm=3の ゲームを以下に考える.当てはまる数値を答えなさい .

第 1段階 プレイヤー 1が yか Ⅳ を選ぶ,yを選ぶ とゲームは続き第 2段階へ進む.Ⅳ を

選ぶ とゲームは終わ り,プレイヤー 1は 1万円を支払って何もらえないので,利得は

_1,プレイヤー 2は 1万円を支払い 5万円を手に入れるので利得は 4.
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問題 3図 2において,点の上の番号はその意思決定点でプレイするプレイヤーを表 し,点 υi,

はプレイヤーをの′番目の意思決定点を表す。終点の利得は左から順にプレイヤー 1,2,3を 表す.

に Иか
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バックワー ドインダクションを用いてゲームの解を求め次の問いに答え, ア
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らFま での当てはまる選択肢を答えなさい.rプレイヤーは,プレイヤーの番号順にプレイする

わけではないので,誰がどこでプレイするか十分注意せよ。ノ

問 ■ゲーム 1において,プレイヤー 1は υlで

選ぶ .

を選び,プレイヤー 2は め2で を

を問 2ゲーム 2に おいて,プレイヤー 1は υlで

選ぶ .

を選び,プレイヤー2は υ21で
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図 2:ゲームの解を求める

問題 4カニとネコがじゃんけんをする.カ ニはチヨキとグーのどちらかを出し,ネ コはパーと

グーのどちらかを出す。互いにグーを出すとあいこで利得が 0.チ ヨキとグーだとグーの勝ち ,

パーとグーだとパーの勝ち,チ ヨキとパーだとチョキの勝ち (普通のじやんけんと同じ).勝 っ

たほうの利得が 1,負けたほうの利得が -1である.

このゲームのナッシュ均衡では,カニがグーを で選択 し,ネ コがパーを で選択す

る.ま た,カニの勝つ確率は である。

(次に続 く)
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第 2段階 プレイヤー 2が yか Nを選ぶ,yを選ぶとゲームは続き第 3段階へ進む.Ⅳ を

選ぶとゲームは終わ り,プレイヤー 2は何もらえずに 2万円を支払い利得は -2.プ

レイヤー 1は 2万 円を支払い 5万 円を手に入れるので,利得は 刀

第 3段階 プレイヤー 1が yか Nを選ぶ,yを選ぶと,プ レイヤー 1と 2 も らえな

いので,双方の利得はo.Ⅳ を選ぶとプレイヤー1は何もらえずに 円を支払い ,

準嗜

るので,利得は 2.

1蜀興じ1年ミスがあノえ
'●

ιれ′た。
利得は プ イヤー 2は 3万 円で 5万円を手に入れ

問 2m=3の ゲームの解を求めると,ゲームは第 段階で終了し,プレイヤー 1の利得は

である。

問3m=30のゲームの解を求めると,ゲームは第 段階で終了し,プレイヤー 2の利

得 は である。

問題 7プレイヤー 1と プレイヤー 2が 0か ら 1の間の数を選ぶゲームを考える。プレイヤー 1

が選ぶ数をπ,プレイヤー 2が選ぶ数をyと する.0≦ ″≦1,o≦ υ≦1である。プレイヤー 1

の利得は一レ十υ-11である作十ν-1の絶対値に-1を掛けたものソ.プレイヤー2の利得は

-3y2+4″ν_π2で表されるものとする.

問 1プレイヤー 2の最適反応関数,すなわちプレイヤー 1が ″を選んだ時にプレイヤー 2の利

得を最大にするυは

ア

である.ブレイヤー 1が ■ =,を 選んだとき,プレイヤー 2の利得 を最大にする νは

′・である。
3

問 2プレイヤー 2が υ=:を選んだとき,プレイヤー 1の利得を最大にする■は
“
=

ある.

2
である。
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問3こ のゲームのナッシユ均衡はτ= ”
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